


03 2015.5 02

Interview 
••

Takashi Saito

Kiyotaka Oikawa

Takahiro Miura

Kiichi Ishikawa

Takenori Gotou

Tadashi Yanbe

輩
出
。
当
時
か
ら
米
山
町
は
、
農

業
に
重
点
を
置
い
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
。
町
と
学
校
、
地

域
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
は
、農
業
の
ま
ち
「
米
山
町
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
し
た
。

　

学
校
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

は
悲
し
い
こ
と
。
在
校
生
や
卒
業

生
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
関
わ
っ

て
き
た
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て

も
本
当
に
つ
ら
い
こ
と
だ
と
思

う
。
し
か
し
、
学
校
は
な
く
な
っ

て
も
、
築
い
て
き
た
歴
史
や
伝
統

は
な
く
な
ら
な
い
。　

　

米
谷
工
62
年
、
上
沼
高
89
年
、

米
山
高
44
年
の
歴
史
と
伝
統
は
、

新
し
い
学
び
舎
の
登
米
総
合
産
業

高
校
に
受
け
継
が
れ
る
。

を
支
え
、
農
業
近
代
化
に
対
応
し

現
代
農
業
に
即
応
す
る
人
材
を
多

く
輩
出
し
て
き
た
。
特
に
地
元
中

田
町
で
は「農
家
の
長
男
は
農
高

進
学
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
平
成
５
年
に
世
の

中
の
構
造
変
化
に
伴
い
、
農
業
高

校
か
ら
普
通
科
を
併
設
し
た
総
合

高
校
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
今

日
を
迎
え
た
。

　

米
山
高
は
昭
和
26
年
に
宮
城
県

上
沼
農
業
高
等
学
校
米
山
分
教
場

と
し
て
開
設
。
昭
和
45
年
に
宮
城

県
米
山
農
業
高
等
学
校
と
な
っ

た
。

　

米
山
高
も
上
沼
高
同
様
、
地
域

の
農
業
を
支
え
、
変
化
す
る
農
業

情
勢
に
対
応
で
き
る
人
材
を
多
く

谷
工
は
、
あ
い
さ
つ
や
服
装
、
身

だ
し
な
み
な
ど
、
基
本
的
生
活
習

慣
の
指
導
に
重
点
を
置
い
て
き

た
。
卒
業
後
、
生
産
現
場
で
即
戦

力
と
な
る
た
め
に
は
、
教
養
や
技

能
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
人

と
し
て
当
た
り
前
の
素
養
を
身
に

つ
け
る
べ
き
だ
と
考
え
た
か
ら

だ
。
こ
れ
ら
の
教
育
活
動
が
地
域

や
企
業
か
ら
評
価
さ
れ
、
毎
年

１
０
０
％
の
進
路
を
達
成
し
て
き

た
。

　

上
沼
高
は
、
３
校
の
中
で
最
も

歴
史
が
古
く
、
大
正
15
年
に
上
沼

村
立
宮
城
県
上
沼
実
業
学
校
と
し

て
開
校
。
昭
和
23
年
に
は
宮
城
県

上
沼
農
業
高
等
学
校
と
な
り
、
こ

の
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

　

米
谷
工
高
、
上
沼
高
、
米
山
高

の
３
校
と
登
米
高
の
商
業
科
が
再

編
、
統
合
す
る
た
め
、
前
述
の
３

校
が
27
年
３
月
31
日
、
長
い
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
た
。

　

米
谷
工
は
、
昭
和
23
年
に
県
立

登
米
高
等
学
校
定
時
制
課
程
米
谷

分
校
と
し
て
開
設
。
昭
和
36
年
に

宮
城
県
米
谷
工
業
高
等
学
校
と

な
っ
た
。

　

学
区
唯
一
の
工
業
高
で
あ
る
米
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県
内
の
高
校
で
は
初
め
て
と
な
る
福

祉
科
を
加
え
て
再
編
・
統
合
し
た
登
米

総
合
産
業
高
等
学
校
」
は
８
日
、
開
校

式
お
よ
び
入
校
式
、
入
学
式
が
開
か
れ

た
。

　

登
米
総
合
産
業
高
校
は
上
沼
高
校

の
敷
地
に
新
設
。
開
校
式
に
は
、
約

３
１
０
人
の
生
徒
の
ほ
か
県
や
市
の
関

係
者
が
出
席
し
、
は
じ
め
に
髙
橋
仁ひ

と
し

宮

城
県
教
育
長
が
開
校
を
宣
言
し
た
。
こ

の
あ
と
、
鈴
木
琢た

く

也や

校
長
が
「
産
業
界

に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
地
域

の
期
待
に
応
え
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し

て
い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
入
校
式
が
行
わ
れ
、
在
校
生

を
代
表
し
て
、
３
年
生
の
渡
邊
壮た

け
し

さ
ん

が
「
力
を
合
わ
せ
て
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
ょ
う
」と
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

午
後
か
ら
開
か
れ
た
入
学
式
で
は
、
布

施
孝
尚
市
長
が
「
こ
れ
ま
で
各
校
が

培
っ
て
き
た
精
神
を
継
承
し
、
登
米
総

合
産
業
高
等
学
校
の
校
訓
で
あ
る
「
高

志
・
挑
戦
・
創
造
」
を
胸
に
、
新
た
な

校
風
や
伝
統
を
創
造
す
る
担
い
手
と

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
式
辞
を
述

べ
た
。

　

新
た
な
高
校
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
連

携
」。
学
科
間
連
携
と
地
域
と
の
連
携
。

地
域
と
の
連
携
に
当
た
っ
て
は
、
当
然

行
政
も
関
わ
っ
て
い
く
。
総
合
産
業
高

校
だ
け
で
は
な
く
、
佐
沼
高
、
登
米
高

と
も
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
し
て
い
け
れ
ば
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
カ
タ
チ
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

合
併
10
周
年
を
迎
え
、
新
た
な
10
年

に
向
か
っ
て
歩
み
だ
し
た
登
米
市
。
既

存
３
校
が
一
つ
に
な
っ
て
歩
み
出
し
た

総
合
産
業
高
校
。
そ
の
姿
は
重
な
っ
て

見
え
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
開
校
し

た
の
は
、
偶
然
で
は
な
く
、
必
然
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
新
た
な
時
代
、

こ
の
高
校
の
発
展
と
も
に
、
登
米
市
も

発
展
し
て
行
く
姿
を
思
い
浮
か
べ
て
。

❶
❷

❸
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会計名 平成27年度予算額 全体割合
461億2,175万円 50.9％
294億681万円 32.6％

　国民健康保険特別会計 122億4,347万円 13.5％
　後期高齢者医療特別会計 7億9,695万円 0.9％
　介護保険特別会計 89億860万円 9.9％
　土地取得特別会計 10億9,668万円 1.2％
　下水道事業特別会計 52億2,600万円 5.8％
　宅地造成事業特別会計 11億3,511万円 1.3％

150億1,802万円 16.5％
　水道事業会計 55億5,556万円 6.1％
　病院事業会計　 89億9,481万円 9.9％
　老人保健施設事業会計 4億6,765万円 0.5％

総合計 905億4,658万円 100％

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
は

４
６
１
億
２
１
７
５
万
円
で
、
前
年
度
に
対

し
て
15
億
１
３
０
７
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
交
付

金
が
約
２
０
８
億
円
、
国
・
県
支
出
金
が

約
74
億
円
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
約

２
８
２
億
円
に
達
し
て
歳
入
合
計
の
61
％
を

占
め
て
お
り
、
依
然
と
し
て
国
や
県
な
ど
へ

の
依
存
度
合
い
が
高
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
福
祉
向
上
な
ど
の
民
生
費
が

約
１
１
７
億
円
と
最
も
多
く
、
次
い
で
市
民

を
守
る
消
防
・
救
急
や
市
の
管
理
業
務
で
あ

る
総
務
費
、
議
会
運
営
関
連
経
費
を
合
わ
せ

て
約
76
億
円
、
健
康
づ
く
り
や
環
境
対
策
に

使
わ
れ
る
衛
生
費
が
約
68
億
円
と
続
い
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
約
４
６
２
億

円
を
市
民
１
人
当
た
り
で
考
え
る
と
、
左

記
の
よ
う
な
グ
ラ
フ
に
な
り
ま
す（
平
成
27

年
３
月
末
の
本
市
の
人
口
８
万
３
３
２
１

人
で
計
算
し
て
い
ま
す
）。

　

分
野
別
で
一
番
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占

め
て
い
る
民
生
費
は
、
市
民
１
人
当
た
り

で
約
14
万
円
、
次
に
大
き
な
消
防
費
、
総

務
費
、
議
会
費
は
約
９
万
１
千
円
、
衛
生

費
が
約
８
万
１
千
円
と
続
き
ま
す
。

▼
一
般
廃
棄
物
第
二
最
終
処
分
場
整
備
事

業
／
一
般
廃
棄
物
第
二
処
理
施
設
整
備
事

業
／
下
水
道
整
備
事
業

▼
産
地
水
産
業
強
化
支
援
事
業
／
中
高

生
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
事
業
／

蛭
沢
地
区
工
業
団
地
整
備
事
業
／
特
用
林

産
物
総
合
支
援
事
業
／
農
地
中
間
管
理
事

業
／
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
支
援
事
業
／
水

稲
直
播
推
進
事
業
／
登
米
ふ
る
さ
と
ベ
ン

チ
ャ
ー
創
業
支
援
対
策
事
業
／
水
田
農
業

構
造
改
革
対
策
事
業
／
畜
産
総
合
振
興
対

策
事
業
／
園
芸
作
物
支
援
対
策
事
業
／
三

陸
自
動
車
道
地
域
活
性
化
施
設
整
備
事
業

／
大
洞
地
区
工
業
団
地
整
備
事
業

▼
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
／
認
可
保
育
所

等
新
規
開
設
運
営
費
助
成
事
業
／
中
田
児

童
ク
ラ
ブ
室
等
増
築
事
業
／
地
域
型
保
育

給
付
事
業
／
ソ
ー
ラ
ー
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯

設
置
事
業
／
歩
道
の
リ
メ
ー
ク
事
業
／
防

犯
灯
整
備
事
業
／
子
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
／
と
め
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推
進
事
業

／
消
防
資
機
材
整
備
事
業
／
固
定
系
防
災

行
政
無
線
屋
外
子
局
施
設
修
繕
事
業
／
検

診
事
業
／
任
意
予
防
接
種
助
成
事
業
／
防

火
水
槽
整
備
事
業
／
消
防
出
張
所
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
事
業
／
消
防
団
車

両
等
整
備
事
業
／
病
院
事
業（
繰
出
金
）

▼
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
計
画
見
直
し

／
道
路
定
期
点
検
事
業
／
道
路
新
設
改
良

事
業
／
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
事
業
／
都
市

※
赤
字
は
新
規
事
業

計
画
街
路
整
備
事
業
／
災
害
公
営
住
宅
整

備
事
業

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業

／
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
導
入
事
業
／
教
育

施
設
備
品
整
備
事
業
／
学
校
施
設
防
災
機

能
強
化
事
業（
非
構
造
部
材
耐
震
化
事
業
）

▼
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
／
未
来

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
基
金
積
立
金
／
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
証
明
書
発
行
シ
ス
テ

ム
導
入
事
業
／
通
信
回
線
統
合
管
理
サ
ー

ビ
ス
導
入
事
業
／
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

拡
充
事
業

☎

　

登
米
市
に
は
、
市
の
基
本
的
な
事
務
や
事

業
を
行
う
一
般
会
計（
※
１
）の
ほ
か
に
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
六
つ
の
特
別
会

計（
※
２
）と
病
院
事
業
な
ど
三
つ
の
企
業
会

計（
※
３
）が
あ
り
ま
す
。

　

会
計
ご
と
の
予
算
額
は
左
記
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。
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今月のホットライン HOTLINE

　森林所有者や林業従事者らで構成する本市の津山町
林業研究会は３月３日、東京都渋谷区で開かれた「平
成 26 年度全国林業グループコンクール」で、全国２
位となる林野庁長官賞を受賞しました。
　同コンクールは全国の林業グループの活動を発表す
るもので、全国六つのブロック代表が出場しました。
東北・北海道ブロックの代表として出場した同研究会
は、地元小学生への林業体験学習や高校生に対する林
業インターンシップ研修の実施などを発表。将来の林
業後継者の育成に積極的に取り組んでいる活動が高く
評価されました。

３月16日に市役所を訪れ、布施市長（右）に林野庁長官賞受
賞を報告した津山町林業研究会の皆さん

　栗原市築館で歯科医を開業している加藤秀
しゅう

一
いち

さん
から、所蔵していた古文書など 17 点を本市歴史博物
館に寄贈されました。
　寄贈されたのは、仙台藩主伊達政

まさ

宗
むね

に関する古文書
や刀箱、本市迫町佐沼の旧亘理家ゆかりの懸盤など、
どれも貴重なものばかりです。３月 11 日には歴史博
物館で、布施孝尚市長から加藤さんに感謝状が手渡さ
れました。「登米は歴史のあるまち。ぜひ寄贈品を活
用していただきたい」と加藤さん。布施市長は「いた
だいた品々をしっかり継承し、多くの皆さんに見てい
ただけるようにしたい」と述べました。

寄贈品の解説をする加藤さん（右）。来年２月の歴史博物館企
画展で一般公開する予定です

　市環境市民会議（佐藤幸
こう

一
いち

会長）の木質バイオマス
利活用プロジェクトチーム（佐藤博

ひろし

リーダー）は３月
13 日、市役所を訪れ、布施市長に木質バイオマスの
利活用推進に関する提案書を提出しました。
　提案書は、同チームが平成 25 年２月から検討会議
や先進地視察研修などを重ねまとめたもの。地球温暖
化防止対策の推進には木質バイオマスの利活用が重
要。そのために「未利用材等収集・販売システムの構築」
や「木質燃料暖房機器等購入補助金制度の創設」が必
要だとする提案書を、佐藤リーダーが布施市長に手渡
しました。

プロジェクトチームのメンバーらが木質バイオマスの利活用推
進を布施市長に提言しました

　「10 年後の登米市のまち」絵画コンクールの表彰式
は３月 17 日、中田農村環境改善センターで開催され、
入賞した市内の小中学生 15 人が表彰されました。
　同コンクールは、現在市が進めている第二次総合計
画の策定に合わせ、未来を担う子どもたちに市の将来
やまちづくりについて関心を持ってもらおうと実施し
たもの。小学校低学年、同高学年、中学校の３部門に、
市内各校から 1010 点の応募がありました。
　中学校の部で最優秀賞を受賞した石越中１年の千葉
友
ゆう

希
き

さんは「受賞は今でも信じられません」と感激し
た様子で話していました。

入賞した小中学生。表彰式には15人中 13人が出席しました

　市では、市介護保険事業者連絡協議会（会長・遠藤
尚
たかし

市社会福祉協議会会長）と、災害時における要援護
者の緊急受け入れなどに関する協定を締結しました。
協定には、災害時、市の要請に基づき、要援護者に同
協議会加入事業所が施設を提供したり、居宅訪問で健
康相談したりすることなどが盛り込まれています。
　３月 23 日に市役所で開かれた協定締結式には、布
施市長と遠藤会長、同協議会の代表者ら約 20 人が出
席。協定締結後、布施市長は「４年前の震災を教訓に、
本協定締結でこれからも災害弱者と言われる皆さまを
支援していきたい」と述べました。

市との協定を締結した介護保険事業者連絡協議会。同協議会に
は37の事業者（69事業所）が加入しています

　原発事故の影響で出荷が制限されていた市内産の露
地栽培原木シイタケの出荷制限が一部解除され、３月
23日に出荷式が開かれました。出荷式は、生産者や市、
県の関係機関で構成する市露地栽培原木しいたけ生産
推進協議会（芳賀裕

ひろし

会長）が開きました。
　当日は関係者のほか、消費者など約 120 人が出席。
式では、関係者によるテープカットで出荷を祝い、原
木シイタケを積んだトラックを拍手で見送りました。
会長の芳賀さんは「今日の日を迎え、いろいろな思い
が込み上げてきて本当に感動でいっぱいです」と声を
詰まらせて話していました。

芳賀さん宅で開かれた出荷式。生産者、関係機関、消費者みん
なで出荷を祝いました
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こ
の
制
度
は
、
住
民
票
を
持
つ

人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

を
付
番
し
、
複
数
の
行
政
機
関
の

情
報
を
結
び
付
け
、
相
互
に
活
用

す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
の
導

入
に
よ
り
次
の
三
つ
の
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
年
金
、
雇

用
保
険
、
医
療
保
険
の
手
続
き
、

生
活
保
護
や
各
種
福
祉
の
給
付

金
、
確
定
申
告
な
ど
の
行
政
手
続

き
で
の
利
用
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
交
付
を
開

始
し
ま
す
。
カ
ー
ド
に
は
氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
、
本
人
写
真
な
ど
が
記

載
さ
れ
、
身
分
証
明
書
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
が
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
中
に
電
子
証
明
書
デ
ー
タ
が

入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
に

よ
り
、e-T

ax

（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
電
子
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

カ
ー
ド
に
は
所
得
や
病
気
の
履

歴
な
ど
、
秘
匿
性
の
高
い
個
人
情

報
は
記
載
さ
れ
ず
、
希
望
者
に
だ

け
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
に
併
せ

て
、
企
業
な
ど
の
法
人
に
も
国
税

庁
長
官
か
ら
法
人
番
号
が
付
番
さ

れ
ま
す
。
法
人
番
号
は
公
開
さ

れ
、
官
民
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
で
活
用
さ
れ
ま
す
。　

　

国
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関

す
る
最
新
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）『http://

w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/

bangoseido/

』

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
有
料
）

☎
０
５
７
０（
２
０
）０
１
７
８

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

企
画
部
企
画
政

策
課（
情
報
シ
ス
テ
ム
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

　
「
農
業
経
営
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
た
い
」「
６
次
産
業
化
な

ど
新
し
い
事
業
に
取
り
組
ん
で
み

た
い
」
な
ど
、
農
業
で
よ
り
い
っ

そ
う
の
経
営
力
向
上
を
目
指
す
人

た
ち
に
向
け
「
登
米
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
起
業
家
育
成
塾（
塾
長
＝

東
北
大
学
大
学
院 

伊
藤
房ふ

さ

雄お

教

授
）」
を
開
塾
、
平
成
27
年
度
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
本
塾
は

本
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

農

業
経
営
、
企
業
経
営
の
経
営
手
法

な
ど
を
学
び
ま
す（
全
４
回
）６
〜

７
月
に
実
施

税
務
、
会
計
実

務
、
損
益
分
岐
点
、
法
人
化
プ
ロ

セ
ス
、
労
務
管
理
、
事
業
計
画
の

作
成
手
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す

（
全
８
回
）
７
〜
８
月
に
実
施

※

、

と
も
に
水
曜
日
の
午
後

６
時
か
ら
９
時
ま
で
の
定
例
で
実

施

15
人
程
度

農
家
、
農
業
法
人

の
経
営
者
・
社
員
、
新
規
就
農
者

で
経
営
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り

た
い
、
６
次
産
業
化
な
ど
新
規
ビ

ジ
ネ
ス
に
挑
戦
し
た
い
、
会
社
設

立
を
検
討
し
て
い
る
、
農
業
、
食

関
連
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
連
携
に
関

心
の
あ
る
企
業
、
団
体
な
ど
の

人
、
学
生

４
千
円

５
月
20
日（
水
）

募

集
要
項
を
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
産
業
経
済
部
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室

「
登
米
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
家

育
成
塾
事
務
局
」

☎ 

０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
９

死 brand@
city.tom

e.m
iyagi.jp

※
集
合
場
所
か
ら
植
林
会
場
ま
で

は
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

１
５
０
人（
先
着
順
）

無
料

軍
手
、
長
靴

５
月
15
日（
金
）

電
話
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

「
市
民
参
加
の
新
た
な
森
林
づ

く
り
植
林
体
験
」

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合
は
、
参

加
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、「
市
民
参

加
の
新
た
な
森
林
づ
く
り
参
加
希

望
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

「
わ
た
し
の
記
念
植
樹
」

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合
は
、
参

加
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
記
念
名（
例
＝
初
孫
誕

生
記
念
な
ど
）・
標
柱
に
入
れ
る

名
前（
例
＝
登
米
市
太
郎
）を
記
入

の
上
、「
わ
た
し
の
記
念
植
樹
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

産

業
経
済
部
農
林
政
策
課（
林
業
振

興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
１

死nourinseisaku@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

市
と
県
で
は
、
植
林
体
験
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
お

子
さ
ま
の
誕
生
や
結
婚
記
念
日
な

ど
を
標
柱
に
記
し
、植
樹
す
る「
わ

た
し
の
記
念
植
樹
」
を
実
施
し
ま

す
。「
わ
た
し
の
記
念
植
樹
」
の

募
集
人
員
は
先
着
50
人
と
な
り
ま

す
。

５
月
24
日（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
１
時（
小
雨
決
行
）

津
山
町
「
道

の
駅
津
山
」
も
く
も
く
ラ
ン
ド
駐

車
場
／
午
前
９
時
30
分

津
山
町
横
山
字
大

萱
沢
地
内　

公平・公正な社会の実現

行政の効率化 国民の利便性の向上

0102

03
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本
市
の
お
い
し
い
農
産
物
と
豊
か
な
産

地
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
農
産
物
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
Ｐ
Ｒ
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
ユ
ニ
ー
ク
で
よ
り
Ｐ
Ｒ
効
果

が
あ
る
動
画
作
成
の
た
め
、
市
民
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ユ
ニ
ー
ク
で
画
期
的
な
ア
イ
デ
ア
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

は
、
制
作
テ
ー
マ
ご
と
、
１
企
画
に
対
し

１
名

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
企
画
内

容
に
よ
り
選
考
し
決
定
し
ま
す

無
報
酬

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

市
内
に
住
所
を
有
す
る
小
学

生
以
上（
18
歳
未
満
の
場
合
は
保
護
者
の

同
意
書
が
必
要
）

登
米
市
農
業
動
画
市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

申
込
書

動
画
企
画
書（
Ａ
４
用
紙
１
枚

程
度
に
撮
影
し
た
い
動
画
の
ア
イ
デ
ア
を

記
入
し
た
も
の〔
任
意
様
式
〕）

申
し
込

み
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書

な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
農
産
園
芸
畜

産
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い

５
月
29
日（
金
）

産
業
経
済
部
農

産
園
芸
畜
産
課（
農
産
園
芸
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

登
米
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

と
し
て
「
高
校
生
絵
画
展
IN
登
米
市

２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
す
。

県
内
の
高
校
に
在
学
、
ま
た

は
市
内
在
住
の
高
校
生

１
年
以
内
に
制
作（
模

写
な
ど
を
除
く
）し
た
油
彩
画
、
水
彩
画
、

日
本
画
、
版
画
な
ど
で
、
壁
面
に
展
示
可

能
な
も
の

キ
ャ
ン
バ
ス
サ
イ
ズ
は
20
〜

30
号
、
パ
ネ
ル
サ
イ
ズ
は
Ｂ
２
〜
Ａ
１
判

作
品
は
額
装
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

奥
行
き
は
６
㌢
以
内（
額
縁
含
む
）

１
人
１
点（
作
品
の
共
同
制

作
は
不
可
）

５
月
６
日（
水
）ま
で　

出
品
申
込
書
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
原
則
と
し
て
学
校
ご
と

に
ま
と
め
、
教
育
委
員
会
教
育
部
文
化
財

文
化
振
興
室
に
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

登
米
祝
祭
劇
場（
小
ホ
ー
ル
）

５
月
21
日（
木
）〜
24
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時（
24
日
は
午

後
３
時
ま
で
）無料

▼
大
賞
１
点
▼
優
秀
賞
２
点
▼

優
良
賞
４
点
▼
佳
作
５
点
程
度

５
月
24
日（
日
）午
後
３
時
30

分
〜
／
登
米
祝
祭
劇
場（
小
ホ
ー
ル
）

教
育
委
員

会
教
育
部
文
化
財
文
化
振
興
室

〒
９
８
７
―
０
６
０
２　

登
米
市
中
田
町

上
沼
字
西
桜
場
１
８
番
地

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
３
２

０
２
２
０（
３
４
）２
５
０
４

登
米
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

宝
く
じ
文
化
公
演
「
三
遊
亭
円
楽　

林
家

た
い
平
二
人
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
７
日（
金
）
開
場
＝
午
後
６

時
、
開
演
＝
午
後
６
時
30
分

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー
ル
）

全
席
指
定
２
千
円（
当
日

２
５
０
０
円
）※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
、

特
別
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

５
月
30
日（
土
）
午
前
10
時

か
ら
登
米
祝
祭
劇
場
と
市
内
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
で
販
売
し
ま
す（
前
売
り
で
完
売
の
場

合
、
当
日
券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

「
結
婚
活
動
支
援
事
業
」
の
受
託
事
業

者
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。

自
分
磨
き
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催

未
婚
男
女
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開

催

結
婚
相
談
お
よ
び
啓
発
活
動
の
実
施

契
約
締
結
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で

市
内
に
本
社
ま
た
は
事
業

所
を
置
き
、
委
託
業
務
を
効
果
的
に
実
施

で
き
る
民
間
企
業
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど

提
出
さ
れ
た
企
画
提
案
書

に
よ
り
、
審
査
委
員
会
で
受
託
事
業
者
を

決
定
し
ま
す
。

５
月
12
日（
火
）

午
後
５
時
ま
でプ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
経
費
な
ど

は
、
応
募
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
業
務
に
関
す
る
仕
様
書
、
応
募
要
件
、

企
画
提
案
書
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
部
市
民
活
動
支
援

課（
地
域
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

死

shim
inkatsudo@

city.tom
e.

m
iyagi.jp

　

皆
さ
ん
の
地
域
の
集
会
施
設
の
建
設
や

改
修
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

集
会
施
設
の
建
設
お
よ

び
購
入（
本
体
工
事
費
）

施
設
の
修
繕

お
よ
び
模
様
替
え（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

含
む
）、
増
築

補
助
率
２
分

の
１
以
内

新
築
、
購
入
＝
１
千
万
円

修
繕
、
模
様
替
え
な
ど
＝
２
５
０
万
円

門
、柵
、塀
、

植
樹
な
ど
の
附
帯
工
事
費
お
よ
び
購
入
費

用
地
の
取
得
費

既
存
の
建
物
の
解
体

費
用

備
品
費
な
ど

平
成
27
年

度
事
業（
改
修
事
業
の
み
）の
補
助
金
交
付

申
請
＝
10
月
30
日（
金
）
平
成
28
年
度
事

業
の
補
助
金
要
望
＝
10
月
30
日（
金
）

※
事
前
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
対
象
経
費
な

ど
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。企

画
部
市

民
活
動
支
援
課（
地
域
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

登
米
祝
祭
劇
場

☎
０
２
２
０（
２
２
）０
１
１
１

　
04

0507

06

08

とめちゅーぶ
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迫
　H＠！ FM（ハット・エフエム）の子育て応援番組
「ギューっとハグしよ！」による昼休みホールコンサー
トが市役所迫庁舎で開催されました。
　コンサートでは、「おどるポンポコリン」や「ジブリ
メドレー」などを歌唱。最後は、清水バンドの清水明

あきら

さ
んが歌う「油

あぶら

麩
ふ

どんぶり　麩！」に合わせて、さくら幼
稚園の園児たちが元気いっぱいに踊り、観客から大きな
拍手が送られました。

登米
　登

と

米
よま

町農産加工クラブ連絡協議会では、「作品展示会」
をとよま農産加工調理場で開催。会員 60人が参加しま
した。
　展示会は、会員が互いの作品に触れ、学ぶことで、地
元産のものを利用した新商品を開発することが目的で
す。当日は手芸品・菓子・漬物などを展示。参加者は、
工夫が凝らされた作品を見ては、作り方を学んでいまし
た。

東和
　３月 20日から５月 10日まで、東和町にある蚕飼山
の山頂や林道を中心に、山火事監視パトロールが行われ
ています。
　春先は、空気が乾燥して火災の発生する恐れが高まり
ます。入山者が多くなる季節でもあり、被害が発生しな
いよう監視を強化。パトロールをしている皆さんは「春
先は風も強く、一気に燃え広がることがあるため、早期
に発見できるよう努めたい」と、話していました。

中田
　なかだスポーツクラブパティオでは、ノルディックウ
オーキング教室を市諏訪公園で開催しました。
　ノルディックウオーキングは、ポールを使うことで全
身の筋肉が刺激され、普通のウオーキングよりカロリー
消費が約 20㌫も増加すると言われています。肩こりの
緩和やシェイプアップなどが期待でき、近年愛好者が増
加。参加者は、風景を楽しみながら約３㌔の道のりをウ
オーキングしました。

豊里
　豊里小・中学校では、読み聞かせの活動をしている学
校支援ボランティアに感謝の意を表し、感謝の会を開催
しました。
　読み聞かせは、学校と地域をつなぐ「学校・地域教育
力向上対策事業」の一環として実施。平成 26年度は４
人のメンバーで週３回程度、1～ 3年生を対象に活動し
ました。感謝の会では、代表の1年生４人から感謝の言
葉と手紙が贈られました。

石越
　石越町河川愛護会では、春の訪れを告げる恒例の「夏
川・迫川の堤防一斉清掃」を実施。住民約1600人が参
加しました。
　堤防清掃は、毎年全戸参加による奉仕作業です。当日
は、午前9時に作業を開始し、約3時間ほどで堤防がすっ
かりきれいになりました。参加者は「作業は大変ですが、
町内全戸で清掃活動に取り組むことは、とても有意義な
ことです」と、話していました。

津山
　津山公民館では、いきいきシニアセミナーを同館で開
催しました。
　今回は、市消防署津山出張所員を講師に迎え「住民が
安心のできる暮らし」をテーマとした講座を実施。119
番通報の仕組みや救急車が到着するまでの対処方法など
を学びました。受講生から質問が多く挙げられ、「もしも」
のときに備えて知っておきたいという関心の高さがうか
がえる講座となりました。

米山
　中津山コミュニティ運営協議会では、中津山地区コ
ミュニティニュースポーツ大会を中津山公民館で開催。
地域住民約50人が参加しました。
　大会は、近年多くの人に親しまれているニュースポー
ツを通じて、コミュニティづくりの推進を図ろうと実施。
当日は、チームに分かれ、ユニカール、ターゲットバー
ドゴルフなどで競い合いました。参加者たちは、スポー
ツを楽しみながら、親睦を深めていました。

南方
　登米市体育協会南方支部では、スポーツ指導者養成講
習会を南方公民館ホールで開催しました。
　講習会の講師は、仙台大学の永田秀

ひで

隆
たか

教授。「高齢者
も巻き込んだスポーツを通じた地域づくり」をテーマに
講演をしました。永田教授は「これからの時代は市民が
主体となり、スポーツを通じてさまざまな年齢層と関わ
りを持ち、地域再生に貢献していかなければならない」
と話しました。

⑨TOWNS TOPICS
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INFORMATION

ちゃん
（迫町光ヶ丘東）

くん
（迫町大網南）

ちゃん
（迫町上舟丁）

ちゃん
（東和町米谷3区）

ちゃん
（東和町米谷２区）

くん
（登米町新町）

ちゃん
（登米町中通）

ちゃん
（登米町大谷地）

ちゃん
（登米町日野渡）

ちゃん
（登米町八丁田）

くん
（石越町海上連）

くん
（石越町芦倉）

ちゃん
（石越町駅前）

くん
（中田町細谷）

ちゃん
（中田町寺山）

くん
（中田町野元）

くん
（中田町上沼新田）

くん
（東和町米川1区）

ちゃん
（登米町蛭沢）

くん
（迫町西表）

ちゃん
（迫町鉄砲丁）

ちゃん
（迫町板橋）

くん
（迫町山の内）

ちゃん
（迫町光ヶ丘東）

ちゃん
（迫町大網南）

ちゃん
（迫町菱の倉）

ちゃん
（迫町中江）

ちゃん
（登米町遠見台）

くん
（登米町後小路）

くん
（東和町米谷9区）

くん
（東和町米谷4区）

くん
（中田町新橋）

くん
（中田町茶畑）

くん
（米山町瀬ヶ崎）

くん
（米山町平埣）

くん
（米山町斉藤）

ちゃん
（米山町十日町）

くん
（米山町的場）

ちゃん
（南方町北本郷）

くん
（南方町柳沢）

くん
（南方町一ノ曲）

ちゃん
（南方町大袋）

くん
（南方町北本郷）

ちゃん
（南方町梶沼）

ちゃん
（迫町飯土井）

くん
（迫町西舘）

くん
（迫町山の内）

ちゃん
（迫町西舘）

ちゃん
（迫町上舟丁）

ちゃん
（迫町永田）

くん
（迫町三方島）

ちゃん
（迫町光ヶ丘東）

くん
（迫町大形）

くん
（迫町光ヶ丘東）

ちゃん
（迫町板橋）

くん
（迫町錦東）

くん
（迫町駒木袋）

ちゃん
（迫町大網西）

～利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします～
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　１８３㌢でＡＢ型です。
　迫地方農業共済組合で働いてい

ます。入組７年目で、現在は畜産課に所属。
牛の治療カルテや死亡事故の情報管理など
を担当しています。今年、同じ課に年下の
後輩が入社。今まで自分が一番年下だった
ので、戸惑いもありますが、コミュニケー
ションを大切にし、頼りがいのある先輩に
なれるよう頑張ります。

　慎重です。
ドライブや牛の世話をしていま

す。家では牛を15頭飼育。牛が好きなので、
世話をするのが楽しいです。将来は、自分
で牛を購入し、飼育したいですね。

　読書。畜産専門誌やマネジメン
トの本が好きです。

互いに尊重し合えて、愛
嬌がある人。28 歳までには結婚したいで
すね。いつまでも独身じゃ駄目だと、自分
自身にプレッシャーを掛けてます。

　弟と妹の３人で旅
行をしたいです。父や祖父がきょうだい仲
良く旅行しているのを見て、自分も仲良く
行ってみたいなと思いました。

友達がほとんど市
外に転出しているので、若者が住みやすい
まちをつくってほしいですね。

Young
Monthly Hot Communication

　僕の将来の夢は、接骨院の先生になるこ
とです。お父さんは接骨院の先生をしてい
ます。お父さんの働く姿を見て、僕もなり
たいと思いました。
　なりたい理由は二つあります。一つ目は、
お父さんがマッサージをしながら、お客さ
んと話をしていること。手を止めず、器用
にマッサージをしているので、すごいと思
いました。二つ目は、機械を使ってマッサー
ジをしていること。水でマッサージをする
機械で、パソコンで調べたら、スポーツ選
手などにも使われていて、すごい機械だな
と思いました。
　僕は、お父さんみたいな接骨院の先生に
なりたいです。

Dream
Monthly Hot Communication

ちゃん（3歳）

　かわいい笑顔と笑
い声で家族を明るく
癒やしてくれる優花。
これからもいっぱい
遊んでたくさんお友
達をつくってね。

平成24年２月25日生まれ
中田町・石森長根
雅俊さんの長女

くん（２歳）

　大きなけがも病気
もなく、明るく活発
な子に育っています。
幼稚園生活をお友達
と仲良く過ごしてほ
しいです。

平成24年５月18日生まれ
中田町・南加賀野
孝之さんの長男

Child
Monthly Hot Communication
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●
６
月
号
は
短
歌
で
す
。
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、５
月
７
日
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　

今
月
は
、
米
山
総
合
支
所
の
隣

に
あ
る
、
道
の
駅
米
山
「
ふ
る
里

セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」
の
山
崎
駅
長

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

米
山
町
は
、
第
三
代
横
綱
丸
山

権
太
左
衛
門
出
身
の
地
。
駅
の
敷

地
内
に
は
、
迫
力
あ
る
横
綱
の
銅

像
と
土
俵
が
あ
り
、
昨
年
は
東
北

高
校
相
撲
選
手
権
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

う
ち
の
春
の
イ
ベ
ン
ト
と
言
え

ば
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
」。

駅
西
側
の
農
地
約
１
㌶
に
約
10
万

株
、
60
種
の
赤
や
白
、
黄
、
ピ
ン

ク
な
ど
の
色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
咲
き
そ
ろ
い
ま
す
。
花

は
、
同
町
姉
妹
都
市
の
富
山
県
入

善
町
な
ど
か
ら
、
球
根
を
購
入
し

育
て
た
も
の
で
す
。
ま
つ
り
は

４
月
26
日
か
ら
５
月
10
日
ま
で
。

期
間
中
は
、
相
撲
大
会
や
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
身
頃
は
５
月
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
頃
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
季
節
、
旬
を
迎
え
る
の
は

イ
チ
ゴ
で
、
駅
に
置
い
て
あ
る
商

品
は
全
て
地
元
農
家
が
栽
培
し
た

も
の
で
、１
０
０
㌫
米
山
産
で
す
。

主
力
品
種
は
、
宮
城
県
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種
の「
も
う
い
っ
こ
」や「
と

ち
お
と
め
」。
１
日
２
０
０
ケ
ー

ス
売
れ
る
こ
と
も
あ
る
人
気
商
品

な
ん
で
す
よ
。

　

新
鮮
な
も
の
を
よ
り
多
く
取
り

そ
ろ
え
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

二
人
は
小
学
校
の
同

級
生
で
、
生
ま
れ
で
が
ら
ず
っ
と

一
緒
に
い
る
よ
う
な
も
ん
だ
で
ば
。

仕
事
は
、
馬
車
引
き
に
始
ま
っ

て
、
そ
の
後
ト
ラ
ッ
ク
で
砂
や
砂

利
な
ん
か
を
運
ん
で
や
ね
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
は
や
り
始
め
た
頃
で
、

忙
し
が
っ
た
な
。
当
時
は
乳
牛
も

飼
っ
て
だ
の
っ
し
ゃ
。

お
じ
い
さ
ん
の
仕
事
を

手
伝
っ
て
だ
で
ば
。
エ
サ
用
の
わ

ら
を
重
ね
る
の
が
大
変
で
ね
。
た

ま
に
、
ド
ラ
イ
ブ
だ
と
ト
ラ
ッ
ク

さ
乗
せ
ら
れ
る
と
、
石
運
び
を
手

伝
わ
さ
い
で
ね（
笑
）。

30
代
で
お
じ
い
さ
ん
が

病
気
で
入
院
し
た
時
は
う
ん
と
心

配
し
た
ね
。

晩
酌
だ
ね
。
焼
酎
一

合
は
必
ず
や
る
お
ん
。
飲
む
量
は

減
っ
た
け
ど
、
止
め
ら
れ
な
い
ね
。

野
菜
作
り
と
孫
・
ひ
孫

と
遊
ぶ
ご
ど
が
な
。

適
度
に
け
ん
か
す
る
ご

ど
だ
ね（
笑
）。

ま
だ
ま
だ
家
業
の
畜
産

を
手
伝
い
た
い
ん
で
、
お
じ
い
さ

ん
は
運
転
免
許
の
更
新
し
ね
げ
ね
。

お
ば
あ
さ
ん
は
足
腰
よ
え
ぐ
な
っ

た
げ
ど
、
無
理
し
ね
で
べ
っ
こ
ず

つ
お
で
っ
て
す
る
べ
。

　

季
節
の
移
り
変
わ
り
は
早
い
も

の
で
す
。
つ
い
先
日
ま
で
、
厳
し

い
寒
さ
が
続
い
て
い
た
か
と
思
う

と
、
こ
の
「
広
報
と
め
」
が
手
元

に
届
く
頃
に
は
、
桜
の
花
が
満
開

を
迎
え
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
登
米
市
か
ら
遠
く
離

れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
は
ふ
る
さ
と
で
す
。

　

平
成
の
大
合
併
で
登
米
市
が
誕

生
し
て
10
年
。
合
併
以
前
か
ら
市

を
構
成
す
る
旧
町
ご
と
に
、
首
都

圏
で
町
人
会
が
結
成
さ
れ
、
活
発

に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
在
京
町

人
会
は
、
も
と
も
と
昭
和
25
年
代

の
集
団
就
職
世
代
が
中
心
と
な
り

結
成
さ
れ
た
会
で
す
。

　

戦
後
の
復
興
期
か
ら
日
本
経
済

は
高
度
成
長
期
に
入
り
ま
し
た
。

当
時
、
貴
重
な
労
働
力
で
あ
る
中

学
校
卒
業
生
は
「
金
の
卵
」
と
呼

ば
れ
、
関
東
方
面
に
集
団
で
就
職
。

初
め
て
経
験
す
る
親
元
を
離
れ
て

の
生
活
に
、
不
安
と
寂
し
さ
を
抱

き
な
が
ら
上
京
し
ま
し
た
。

　

そ
の
若
者
た
ち
が
励
ま
し
支
え

合
う
よ
う
な
、
そ
こ
へ
行
け
ば
田

舎
の
人
に
会
え
る
、
お
互
い
に
大

き
な
声
で
方
言
そ
の
ま
ま
で
語
り

合
え
る
癒
や
し
の
場
所
。
都
会
の

砂
漠
の
中
に
「
田
舎
」
と
い
う
オ

ア
シ
ス
を
求
め
る
気
持
ち
の
結
集

が
、
ふ
る
さ
と
会
創
立
の
原
点
で

し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
町
人
会
を
組

織
化
し
、
連
携
の
強
化
を
図
り
、

登
米
市
発
展
の
た
め
に
一
致
結
束

し
て
活
動
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
、

７
年
前
に
登
米
市
在
京
町
人
会
連

絡
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

各
町
人
会
は
被
災
地
に
義
援
金
や

食
料
、
日
常
生
活
用
品
の
支
援
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ふ

る
さ
と
で
培
っ
た
「
苦
し
い
時

に
こ
そ
人
に
対
す
る
思
い
や
り
」

「
人
と
人
と
を
結
ぶ
絆
」
を
大
切

に
し
て
、
小
さ
く
と
も
温
か
い
心

の
灯
り
を
と
も
し
続
け
て
行
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
人
会
が
、
今
後
も
登
米
市
発

展
の
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立

て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

適
度
な
け
ん
か
が
円
満
の
コ
ツ

離
れ
て
い
て
も
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
は
ふ
る
さ
と

Half Century
Monthly Hot Communication

One's Home
Monthly Hot Communication
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【問い合わせ】登米市南方町新高石浦130番地　死 kenkousuisin@city.miyagi.jp
　市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116　 0220（58）3345Good health is a great blessing

　

食
を
切
り
口
に
し
て
、
健
康
に
つ
い
て
学

び
、
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
健

康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

６
〜
９
月　（
全
５
回
）

６
月
10
日（
水
）
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分市

役
所
南
方
庁
舎
、
南
方
保
健
セ

５
月
23
日（
土
）

午
前
９
時
30
分

中
田
総
合
体
育
館（
な
か
だ
ア
リ
ー

ナ
）

「
樫
木
裕
実
の
ト
ー
ク
＆
カ
ー

ヴ
ィ
ー
レ
ッ
ス
ン
」
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

／
講
師
＝
樫
木
裕
実
氏

「
た
め
し
て
ガ
ッ

テ
ン
流
！
健
康
づ
く
り
の
裏
ワ
ザ
教
え
ま

す
！
」
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
／
講
師
＝
北

折
一
氏

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
／

血
管
年
齢
測
定
、
脳
年
齢
測
定
、
骨
密
度
測

定
な
ど

５
月
11
日（
月
）午
前
９
時
〜
11
時

30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階
相
談
室
）

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、予
約
が
必
要
で
す
。

妊
娠
中
の
人
は
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

ン
タ
ー
な
ど市

内
在
住
の
20
歳
以
上

30
人（
先
着
順
）

▼
健
康
づ
く
り
講
話
、
実
習
、

体
験
＝
食
育
、
心
の
健
康
、
歯
と
口
の
健
康
、

生
活
習
慣
病
予
防
、
高
齢
者
低
栄
養
予
防
な

ど（
※
こ
の
講
座
を
修
了
す
る
と
、
希
望
に

よ
り
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
活
動
で
き

ま
す
）

無
料

電
話

５
月
15
日（
金
）

２
人本

年
５
月
１
日
現
在
、
満

20
歳
以
上
で
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居

住
し
て
い
て
任
期
中
に
転
出
す
る
予
定
が
な

い
人

市
食
育
推
進
計
画
に
関
す
る
施
策
の

実
施
、
推
進
に
関
心
の
あ
る
人

本
市
の
職

員
お
よ
び
議
会
議
員
で
な
い
人

本
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
７

　

今
回
は
、
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
樫

木
裕ひ
ろ

実み

さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
＆
カ
ー
ヴ
ィ
ー

レ
ッ
ス
ン
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」

元
専
任
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
北
折
一は

じ
め
さ
ん
の
講

演
の
ほ
か
、
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）。
　☎ 0229 (24) 2267

　

▶

☎

▶
　

▶
　

　

㊌ ㊎ ㊌ ㊏
㊐ ㊌ ㊊ ㊍
㊋ ㊋ ㊋ ㊏
㊌ ㊎ ㊋ ㊌
㊊ ㊎ ㊍ ㊏

㊐ ㊌ ㊋ ㊐

㊋ ㊎ ㊌ ㊊
㊏ ㊋ ㊍
㊊ ㊌ ㊎ ㊎
㊍ ㊎ ㊍ ㊎
㊊ ㊋ ㊐ ㊌
㊌ ㊎

㊌㊊ ㊎

㊋ ㊎ ㊎ ㊏
㊊ ㊍

㊊ ㊌ ㊋ ㊎
㊌ ㊎ ㊌ ㊎
㊊ ㊌ ㊊ ㊌

㊋ ㊎ ㊊ ㊏
㊊ ㊍

㊊ ㊎

㊍ ㊎ ㊍ ㊏

☎

▶

▶

☎

㊋ ㊎ ㊊ ㊊
㊋ ㊍ ㊏ ㊋
㊊ ㊌ ㊏ ㊊
㊋ ㊎ ㊍ ㊍
㊍ ㊎

㊊ ㊋㊊ ㊋
㊌
㊍ ㊎
㊌ ㊎ ㊎ ㊏
㊊ ㊌ ㊍ ㊏
㊋ ㊍ ㊊ ㊏

㊐ ☎ ☎ ㊐ ☎ ☎

㊊ ☎ ☎ ㊐ ☎ ☎

㊋ ☎ ☎ ㊐ ☎ ☎

㊌ ☎ ☎ ㊐ ☎ ☎
〔共通事項〕　
◉診療時間　9:00 ～ 17:00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎ 0229(24)2267（24 時間）
◉第２次診療　登米市民病院 　 ☎ 0220(22)5511

【問い合わせ】登米市医師会
☎ 0220(22)2084 ※月～金曜日 ( 休日を除く )
〔歯科休日当番医〕
◉診療時間：9:00 ～ 17:00
（プレミア歯科は 10：00 ～ 18：00）

【問い合わせ】市民生活部健康推進課　
☎ 0220（58）2116
※当番医は、各医療機関に確認の上、受診してくだ
さい。

㊊ ☎

㊋ ☎

㊌ ☎

㊍ ☎

㊋ ☎

㊋ ☎

月
31
日（
２
年
間
）

市
食
育
推
進
計
画
に
関
す
る
重
要

事
項
の
審
議
、
施
策
の
実
施
推
進

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

作
文
「
登
米
市
の
豊
か
な

人
材
・
食
材
を
活い

か
し
た
食
育
活
動
」
に
関

し
て
４
０
０
〜
８
０
０
字
程
度

次
の
事
項

を
記
載
し
た
申
込
書（
※
任
意
様
式
も
可
）

＝
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性
別
、
生
年

月
日
、
職
業
、
勤
務
先
、
応
募
理
由

※
応
募
申
込
書
は
各
総
合
支
所
と
市
民
生
活

部
健
康
推
進
課（
南
方
庁
舎
２
階
）に
設
置
し

て
い
ま
す
。

５
月
８
日（
金
）必
着
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☎

▶

▶

▶

▶

▶

▶

☎

災害時安定供給施設

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

　

土
地
と
家
屋
の
固
定
資
産
税
評

価
額
は
、
適
正
な
時
価
を
求
め
る

た
め
、
３
年
ご
と
に
見
直
す
制
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
評

価
替
え
」
と
い
い
、
平
成
27
年
度

は
そ
の
基
準
年
度
で
、
賦
課
期
日

（
平
成
27
年
１
月
１
日
）現
在
で
、

土
地
お
よ
び
家
屋
に
つ
い
て
評
価

額
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
地

価
の
変
動
の
な
い
地
域
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
一
部
地
域

（
住
宅
地
な
ど
）
で
東
日
本
大
震

災
の
影
響
に
よ
る
土
地
取
り
引
き

の
増
加
に
よ
り
、
地
価
が
上
昇
し

て
い
る
た
め
、
評
価
額
が
上
が
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
お
よ
び
平
成
29
年

度
は
、
原
則
と
し
て
新
た
な
評
価

を
せ
ず
据
え
置
き
と
な
り
ま
す
。

総
務
部
税
務
課

（
固
定
資
産
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

大
麻
や
一
部
の
け
し
は
、
法
律

で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

け
し
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て

色
鮮
や
か
で
美
し
い
大
き
な
花
を

咲
か
せ
る
も
の
が
多
く
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
や
切
り
花
用
の
植
物
と
し

　

市
民
病
院
の
救
急
外
来
で
は
、

４
月
５
日（
日
）か
ら
東
北
大
学
の

医
師
の
応
援
に
よ
り
日
曜
日
の
み

小
児
科
の
救
急
診
療
を
開
始
し
ま

し
た
。
救
急
診
療
の
た
め
投
薬
は

原
則
１
日
分
の
処
方
と
な
り
、
継

続
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、
平
日

に
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
入
院
が
必
要
な
場
合

は
、
ほ
か
の
医
療
機
関
へ
紹
介
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分（
時
間
厳
守
）
▼
診
察

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

市
民
病
院
医
事

課（
日
曜
日
は
救
急
外
来
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

て
人
気
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
に
は
、

園
芸
用
の
も
の
と
外
観
が
似
て
い

る
品
種
も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要

で
す
。

　

大
麻
や
け

し
は
犯
罪
に

利
用
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り

ま
す
。
不
正

栽
培
ま
た
は
自
生
し
て
い
る
大

麻
・
け
し
を
発
見
し
た
と
き
は
、

保
健
所
や
警
察
署
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

県
登
米
保
健
所

（
食
品
薬
事
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
０

　

年
金
の
請
求
手
続
き
、
支
払
い

内
容
、
加
入
状
況
な
ど
、
年
金
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
完
全
電
話
予
約
制
で
す
。
相

談
日
の
前
日
ま
で
に
ご
予
約
願
い

ま
す
。

※
予
約
の
際
に
、「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」
な
ど
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

５
月
28
日（
木
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３

　

市
で
は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士

と
協
力
し
、
債
務
の
返
済
な
ど
に

つ
い
て
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

５
月
８
日（
金
）、
５
月

22
日（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
４
時

15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

８
日
＝
佐
竹
孝た
か
ゆ
き行（
司

法
書
士
）、
22
日
＝
菅
野
高た

か

雄お

（
弁

護
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川
年
金
事
務
所 （
お
客
様
相
談

室
）

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
４

産
業
経
済
部
商

工
観
光
課（
商
工
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

５
月
26
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜

午
前
11
時

〜

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３

時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務

所
登
米
地
域
事
務
所（
登
米
保
健

所
）

障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」　

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
い
」　

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課 （
障

害
福
祉
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
広
報
紙
「
広
報
と

め
」
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
部

を
、
広
告
枠
と
し
て
民
間
企
業
な

ど
の
広
告
を
有
料
で
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
場
合（
金
額

や
掲
載
ま
で
の
日
程
な
ど
を
含

む
）は
、
市
が
契
約
し
て
い
る
広

告
掲
載
代
理
店
へ
直
接
申
し
込

み
、
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

川
内
印
刷

株
式
会
社（
登
米
市
迫
町
森
字
平

柳
２
５
８
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
３
８
８

０
２
２
０（
２
２
）３
９
９
４

死kw
p@
coral.ocn.ne.jp

総
務
部
市
長
公

室（
広
報
広
聴
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０

５
月
17
日（
日
）午
前
９

時
〜
正
午消

防
防
災
セ
ン
タ
ー

30
人（
先
着
順
）
※
最
少

開
催
人
員
３
人５

月
10
日（
日
）

消
防
署
・
各

出
張
所
に
備
え
付
け
て
あ
る
受
講

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
提
出
ま
た
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　

高
齢
者
で
「
最
近
物
忘
れ
が
多

く
な
っ
た
」
な
ど
の
気
に
な
る
症

状
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
精
神
科
医
が
相
談
に
応
じ

ま
す（
相
談
は
予
約
制
で
す
の
で

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
）。

５
月
22
日（
金
）
午

後
１
時
30
分
〜

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

福
祉
事
務
所
長

寿
介
護
課（
介
護
給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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20
歳
以
上
に
な
る
と
、
学
生

で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に

所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
」
が

あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）、
短
期
大
学
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
、
一
部
の
海

外
大
学
の
日
本
分
校
な
ど
の
学

生
で
す
。
ま
た
夜
間
・
定
時
制

課
程
や
通
信
制
課
程
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と

☎

な
り
ま
す
。
次
の
年
度
も
在
学

す
る
こ
と
を
申
し
出
て
い
る
場

合
は
、
再
申
請
の
用
紙
が
送
ら

れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
返
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
年
金
を
受
け
取
れ

な
く
な
り
ま
す
。
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
平
成
27
年

度
は
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利

用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
納
付
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
年

金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課
年

金
医
療
係

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６ 

▼
古
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
３

㊎
㊎

◉

☎

㊏

◉

☎

㊏

◉

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

６
月
28
日（
日
）
開

会
＝
午
後
１
時（
受
け
付
け
＝
午

前
９
時
〜
）登と

米よ
ま

公
民
館

兼
題
の
部

▼
投
句
＝
未
発
表
３
句
１
組
、
所

定
の
用
紙
ま
た
は
原
稿
用
紙
に
住

所
・
氏
名
・
俳
号
・
電
話
番
号
・

当
日
の
出
欠
を
明
記（
氏
名
お
よ

び
読
み
に
く
い
時
に
は
フ
リ
ガ
ナ

を
つ
け
る
）▼
投
句
料
＝
１
組
に

つ
き
千
円（
現
金
書
留
）▼
投
句
締

め
切
り
＝
５
月
22
日（
金
）当
日
消

印
有
効

❷
席
題
の
部

▼
席
題
＝
午
前
９
時（
発
表
は
当

日
の
会
場
）▼
投
句
＝
午
前
10
時

30
分
締
め
切
り（
１
人
２
句
）▼
投

句
料
＝
千
円

登
米
芭

蕉
祭
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
（
登と

米よ
ま

総
合
支
所
内
）　

〒
９
８
７
―

０
７
９
２　

登
米
市
登
米
町
寺
池

目
子
待
井
３
８
１
番
地
１

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
１
１

活
動
区
間
の
沿
川

に
在
住
し
、
河
川
愛
護
に
関
心
の

あ
る
20
歳
以
上（
男
女
の
別
は
問

い
ま
せ
ん
）

日
常
生
活
の
範
囲

内
で
知
り
得
た
河
川
に
関
す
る
情

報
の
提
供
な
ど

北
上
川
柳
津
大
橋

（
国
道
側
）
〜
二
股
橋

１
人（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
書
類
選
考
で
決
定
）

本
年
７
月
１
日
〜
平
成

28
年
６
月
30
日

月
額
４
５
０
０
円
程
度

履
歴
書（
写
真
貼
付
）

を
送
付
の
上
応
募
し
て
く
だ
さ
い

５
月
15
日（
金
）

必
着

国
土

交
通
省
北
上
川
下
流
河
川
事
務

所
占
用
調
整
課　

〒
９
８
６
―

０
８
６
１　

石
巻
市
蛇
田
字
新
下

沼
80
番
地

☎
０
２
２
５（
９
４
）９
８
５
１

５
月
17
日（
日
）
雨
天
決

行

大
崎
市
田
尻
「
加
護
坊

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」

約
１
２
０
人

６
０
０
円（
入
場
料
）

５
月
10
日

（
日
）
ま
で

事

務
局　

三
浦
隆り

ゅ
う

悦え
つ

☎
０
９
０（
１
０
６
３
）３
４
５
０

５
月
19
日（
火
）午
後
３

時
か
ら

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

佐
沼

「
い
ま
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
こ

と
」
〜
こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
の

生
き
方
〜
／
須
田
慎し

ん

一い
ち

郎ろ
う

氏（
経

済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

無
料

２
０
０
人
ま
で

５
月
12
日（
火
）ま

で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

（
公

社
）
登
米
法
人
会
青
年
部
会

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
６
１
７

大
人
２
０
０
円
、
高

校
生
１
５
０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円

▼
登
米
懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８

▼
㈱
と
よ
ま
振
興
公
社

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６

４
月
18
日（
土
）
〜

６
月
28
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分

刀
と
戦
国
変
わ
り
兜か

ぶ
と
・

胴
の
展
示

５
月
17
日（
日
）、

６
月
14
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜

　

仙
台
市
内
で
飲
食
店
を
運
営
す

る
㈲
カ
フ
ェ
ク
リ
エ
イ
ト
の
３
店

舗
で
、
旬
の
野
菜
な
ど
の
登
米
産

食
材
を
使
用
し
た
限
定
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
す
る
「
登
米
フ
ェ
ア
」
が

市
と
の
連
携
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
き
、
登

米
産
食
材
を

使
っ
た
魅
力

あ
ふ
れ
る
料

理
を
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。４月

27
日（
月
）
〜
５
月

31
日（
日
）

畑
の
あ

ぐ
り（
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１
丁

目
10
―
23
）午
後
５
時
〜
午
前
０

時

モ
グ
ラ（
仙
台
市
青
葉
区
一

番
町
４
丁
目
５
―
２
）午
後
５
時

〜
午
前
０
時

ヴ
ェ
ラ
ン
ダ（
仙

台
市
青
葉
区
一
番
町
３
丁
目
１
―

１
）午
前
11
時
〜
午
後
４
時
30
分
、

午
後
５
時
30
分
〜
午
後
10
時

▼
㈲
カ
フ
ェ
ク
リ
エ
イ
ト（
畑
の

あ
ぐ
り
内
）　

☎
０
２
２（
２
２
４
）８
８
８
９

▼
産
業
経
済
部
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
９
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○用水池に車が転落する交通死亡事故が発生しました。車
の運転に注意し、交通事故防止に努めましょう。

○トラクターの関係する事故が多発しています。トラクター
の運転にも注意しましょう。
○出会い頭の交通事故が多発しています。見通しの良い交差
点でも安全確認を徹底し、安全な速度で進行しましょう。

◉

（平成27年 3月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,533 10,291 10,977 21,268（▲35）

登米 1,810 2,401 2,634 5,035（▲37）

東和 2,444 3,364 3,502 6,866（▲33）

中田 4,895 7,731 8,192 15,923（▲58）

豊里 2,133 3,364 3,467 6,831（▲13）

米山 2,856 4,742 4,967 9,709（▲12）

石越 1,616 2,577 2,657 5,234（▲20）

南方 2,614 4,294 4,561 8,855（▲47）

津山 1,218 1,722 1,878 3,600（▲18）

合計 27,119 40,486 42,835 83,321（▲273）
※平成24年7月9日から外国人住民も住民基本台帳制度の対
象になったため、上記人口・世帯数に含まれています。

（平成27年3月末現在）※佐沼・登米警察署調べ

H27 H26 増減数

人身事故
発生件数 69件 100件 ▲31件

死者数 1人 0人 1人

負傷者数 103人 125人 ▲22人

物損事故
発生件数 406件 553件 ▲147件

※平成27年１月からの延べ件数

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 曇り
消防署北出張所（石越） 0.06 曇り
消防署東出張所（東和） 0.04 雨
消防署（仮設）津山出張所 0.06 雨
消防署南出張所（豊里） 0.05 曇り
消防署西出張所（南方） 0.05 曇り

４
月
11
日（
土
）
〜

７
月
５
日（
日
）

月
曜
日（
祝
日
の
場
合

は
翌
平
日
）

大
人
７
０
０
円
、
中

高
生
５
０
０
円
、
小
学
生
２
０
０

円

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時（
７
月
は
午
前
９
時
〜

午
後
６
時
）
※
入
館
は
閉
館
の
１

時
間
前
ま
で

石
ノ
森
章
太
郎

ふ
る
さ
と
記
念
館

☎
０
２
２
０（
３
５
）１
０
９
９

４
月
25
日
（
土
）、
26
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30

分

民
具
展
示
館

４
月
29
日（
水
・
祝
）
❶

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
❷
午
後
２

時
〜
３
時
30
分
／
対
象
＝
小
学
生

以
上（
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同

伴
可
）／
会
場
＝
研
修
室
／
参
加

費
＝
２
０
０
円（
材
料
費
）／
定
員

各
回
10
人
※
要
予
約

５
月
２
日
（
土
）、
３
日

（
日
）
午
前
11
時
〜
午
後
１
時
／

定
員
＝
各
日
20
人
／
参
加
費
＝

３
０
０
円（
抹
茶
・
和
菓
子
代
）

伊
達
宗む

ね
ひ
ろ弘
氏（
仙
台
大
学

客
員
教
授
）５月

３
日（
日
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
／
会
場
＝
旧

亘
理
邸

５
月
４

日（
月
・
祝
）

午
前
10
時
30
分

〜
❷
午
後
１
時

30
分
〜
／
会
場

＝
博
物
館
前
芝
生

５
月
５
日（
火
・
祝
）
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
／
対
象
＝
当

日
に
横
山
不
動
尊
ま
で
自
力
で
来

ら
れ
る
人（
歩
き
や
す
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
）／
定
員
＝
10

人
※
要
予
約５

月
６
日（
水
）

午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

午
後
２

時
〜
３
時
／
会
場
＝
旧
亘
理
邸
／

参
加
費
＝
２
０
０
円（
材
料
費
）

※
要
予
約

講
演
会
、
横
山
不
動

尊
見
学
、
民
具
解
説
、
紙
芝
居
は

参
加
無
料
で
す
。市

歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　

丹
精
込
め
て
育
て
あ
げ
た
春
の

野
草
を
、ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

５
月
９
日
（
土
）・
10

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
10
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

道
の
駅
津
山
・
も
く
も

く
ラ
ン
ド
内
「
伝
習
館
」（
登
米

市
津
山
町
横
山
字
新
細
屋
24
）

五
葉
野
草
会　

会
長
＝
佐
々
木
清せ

い

司じ

）

☎
０
２
２
５（
６
８
）２
８
９
７　

　
「
と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ
っ
て

何
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
当
プ
ラ
ザ
は
、
市
が
設
置
し

て
お
り
、
ま
ち
や
地
域
の
た
め
に

活
動
し
て
い
る
団
体
の
手
伝
い
や

生
活
し
て
い
く
上
で
の
困
り
ご
と

な
ど
の
解
決
に
向
け
て
の
支
援
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
内
容
は
、
積
極
的
に

活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
、

私
た
ち
の
ブ
ロ
グ
に
掲
載
し
て
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
事
業

方
針
の
相
談
を
受
け
た
り
し
て
い

ま
す
。
障
が
い
者
の
家
族
が
誰
に

も
打
ち
明
け
ら
れ
ず
に
苦
し
ん
で

い
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持

つ
人
が
集
ま
る
サ
ー
ク
ル
を
、
地

域
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
人
に

は
、
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
る
仲

間
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
現
在
市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
が
進
め
て
い
る
「
地
域
づ
く

り
計
画
」
へ
の
支
援
や
協
力
な
ど

も
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
と
は
、
手
取
り
足
取
り
何

か
を
し
て
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
人
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
だ
け
で
は
分
か
り
づ
ら

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
、
興
味

が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
プ
ラ
ザ
に
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
私
と
女
性

ス
タ
ッ
フ
２
人
の
職
員
３
人
で
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
当
プ
ラ
ザ
は
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

①
年
４
回
、
と
め
市
民
活
動
プ
ラ

ザ
ニ
ュ
ー
ス
「
ぷ
ら
っ
と
・
と
め
」

を
発
行
し
、 

非
営
利
組
織( 

Ｎ
Ｐ

Ｏ)

・
市
民
活
動
団
体
な
ど
の
紹

介
や
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。ま
た
、Ｈ
＠
！
Ｆ
Ｍ（
ハ
ッ
ト
・

エ
フ
エ
ム
）
で
第
２
・
４
火
曜
日

の
午
前
11
時
30
分
か
ら
「
し
ゃ
べ

ラ
ジ
！
ぷ
ら
っ
と
と
め
」
コ
ー

ナ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
聞

き
く
だ
さ
い
②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活

動
団
体
同
士
の
「
つ
な
が
り
」
を

大
切
に
す
る
た
め
、
定
期
的
に
交

流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
南
元
丁
41-

５☎
０
２
２
０（
４
４
）４
１
６
７

（FA
X

兼
）

h
ttp

:/
/
w
w
w
.to

m
e
-

shim
inplaza.jp/

死npo@
tom
e-shim

inplaza.jp

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

毎
週
月
曜
日
。
12
月

29
日
〜
１
月
３
日



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

編

集

後

記

　「選ばれると思っていなかったので驚きまし
た。とってもうれしかったですね」と笑顔で語
る紅映さん。
　昨年12月、公益財団法人日本ソフトテニス
連盟の全日本アンダー14チームの選手に選ば
れました。全日本アンダー14チームは、今後
日本代表として活躍が期待される選手の技術向
上を目的に結成されています。この選考会には、
全国から 36人が選出され、その中から 20人
がチーム入り。選考合宿は昨年11月に宮崎県
で開催。「このままでは通用しない。もっと頑
張らないと」と、全国レベルの高さを痛感。練
習が終わった後も、参加選手たちと話し合い、

研究しました。
　テニスを始めたのは小学１年生。コーチをし
ている父の姿を見て、やってみたいと思ったの
がきっかけでした。その後「東和ＪＳＴ」に入
団し、テニス一筋に打ち込んできました。
　中学校に入ってから始めたテニスノート。自
己分析し、改善策などを書いています。強くな
るために欠かせません。
　プレーは、あきらめずに粘って粘って拾い続
けるタイプ。拾い続けて相手に競り勝ちます。
昨年の中総体。調子が悪く、思うような成績を
残せませんでした。「今度は全中に出場し、ま
ず１勝したい」と闘志を燃やしています。

▼
前
任
の
遠
藤
よ
り
バ
ト
ン
を

受
け
、
４
月
か
ら
新
た
に
担
当

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
紙
面

を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
大
切
な
の
は
、
紙
面
だ
け

で
は
な
く
自
分
の
意
識
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
能
力
よ
り
努

力
、
知
識
よ
り
意
識
。
こ
の
言

葉
を
胸
に
日
々
精
進
し
て
い
き

ま
す
。（
及
川
）

▼
新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

先
日
、
登
米
総
合
産
業
高
校
の

開
校
式
、
入
学
式
の
取
材
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
真
新
し
い

校
舎
に
制
服
姿
の
新
入
生
。
見

て
い
る
私
が
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
し
た
。「
広
報
と
め
」

も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
こ
れ
か
ら

も
市
民
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
届
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
佐

藤
）

▼
４
月
２
日
、
東
和
総
合
運
動

公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
の
取
材
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
人
工
芝
で
整
備
さ
れ

た
鮮
や
か
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
セ

レ
モ
ニ
ー
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

開
放
さ
れ
、
待
ち
に
待
っ
た
住

民
た
ち
が
思
い
思
い
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。（
田
代
）

Profi le
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